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１１月１２日、ＪＲ東海労新幹線関西地本主催で

第１回広島平和研修を開催しました。

当日は、新岩国駅構内で信号系統のトラブル、ポ

イント故障等の影響で１時間半遅れで広島に到着

するハプニングに見舞われましたが、ＪＲ西労の仲

間の皆さんの出迎えを受け、路面電車に乗り換え原爆ドーム前まで行き、無事に目的地の広島平

和記念公園へ到着しました。

広島平和記念公園では、ＪＲ西労の仲間の皆さんに案内をして頂き、原爆の子の像で折り鶴を

捧げ、原爆死没者慰霊碑で献花と黙祷を行いました。公園内には、多くの慰霊碑や塔、像などがあ

り、多くの方々の平和への願い、誓い「原爆許すまじ」という「広島の心」が感じられました。

広島平和記念資料館では、被爆者の遺品や被爆の惨

状を示す写真などが展示され、一瞬にして多くの尊い命を

奪った原子爆弾の恐ろしさを感じました。特に、放射線の

影響によって人体に大きな障害が加えられたことです。被

爆直後から短期間に現れた急性障害で多くの人が死亡し

ましたが、急性障害の後に発症する後障害として、白血病

やガンなどの病気が多くの被爆者を長年にわたり苦しめら

れていることを知りました。今、福島原発事故の影響で放射性物質の脅威で多くの人々が不安に

陥れられています。私たちは、「核と人類は共存できない」という思いから脱原発で闘う人たちと広

島の地で核兵器廃絶と恒久平和の闘いを展開している人たちと連帯し共に闘っていく決意を新た

にしました。


